
図１都道府県別にみる新規陽性者数の推移（人口10万人あたり７日間合計）

出典：NHK特設サイト「新型コロナウイルス」掲載の都道府県ごとの陽性者数をもとに作図
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図２都道府県別にみる死亡者数の推移（人口10万人あたり７日間合計）

出典：NHK特設サイト「新型コロナウイルス」掲載の都道府県ごとの陽性者数をもとに作図
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人口１０万人あたり７日間合計

図３保健所管区別にみる新規陽性者数の推移（沖縄県）
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図４県外からの渡航者における新規陽性者数の推移（沖縄県）
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図５年齢階級別にみる新規陽性者数の推移（人口10万人あたり７日間合計）

まん延防止等重点措置 コロナ感染拡大警報

1/9 2/20 5/13 6/9 7/11

コロナ感染拡大警報

 5



800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年

2020年

2021年

2022年

図６沖縄県における救急搬送件数の推移

夏季シーズン入りして
急速に増加している。
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図７搬送困難件数（30分以上待機、４回以上照会）の推移
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図８新規陽性者数と重症度別入院患者数の推移
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図９重点医療機関（21病院）における医師、看護師の休職数
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図10 入院時スクリーニングの陽性率（沖縄県立中部病院）
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図11 入院時スクリーニングの陽性者（沖縄県立中部病院）

上気道症状：咳嗽、咽頭痛、鼻閉、鼻汁など
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新規の入院患者によるウイルスの持ち込みが急速に増加している。

スクリーニング検査を行っても、一定のすり抜けは避けられない。

職員の持ち込みもあり、多くの医療機関で集団感染が発生している。

病棟閉鎖を余儀なくされ、さらに医療ひっ迫を加速させている。

より防御を高めるためには、新規入院患者を５日間個室管理とする

ことが望ましい。さらに、退室時に２回目のＰＣＲ検査を実施する

ことができれば、院内感染のリスクを低下させることができる。

実際には満床状態で個室は確保できず、大部屋で管理せざるを得な

い。病床と人手に余力がなければ、この悪循環を断つことは難しい。
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図14 酸素濃縮器の供給から回収までの流れ（沖縄県）

医師が酸素濃縮器が必要と判断（自宅、施設）

共同企業体（JV）の連絡ラインに配送を依頼

在庫を確認し、担当業者をJVにおいて決定

担当業者により患者のもとに機器を即日配送

使用終了後、担当業者が患者のもとより回収

自宅／施設において酸素濃縮器を使用
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図15 沖縄県における前週比（７日間移動平均）の推移
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